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令和３年11月定例会の内容をお届けします。
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地域おこし協力隊
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島
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
村
松
さ
ん
、
渡

辺
さ
ん
は
都
市
部
か
ら
川
根
地
区
・
伊
久
身
地
区

へ
移
住
し
、
地
域
活
性
化
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
お
二
人
は
３
年
間
島
田
に
居
住
し
て
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
や
地
場
産
品
の
開
発
、
販

売
等
の
地
域
お
こ
し
に
対
す
る
支
援
、
農
林
業
へ

の
従
事
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
運
営
支
援
な
ど

「
地
域
協
力
活
動
」
を
行
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

《
島
田
市
へ
来
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？
》

村
松
：
林
業
と
出
会
い
、
生
業
と
し
て
生
き
て
い
こ
う

と
決
め
た
時
、
島
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

渡
辺
：
２
０
１
１
年
、
東
京
農
業
大
学
在
学
中
に
委
員

会
活
動
の
一
環
で
伊
久
身
地
区
を
訪
れ
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
運
営
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。

《
協
力
隊
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
か
？
》

村
松
：
川
根
地
区
を
中
心
に
、
地
域
の
方
と
協
力
し
山

林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
自
伐

型
林
業
（
注
１
）
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
川
根
地
区
の
お
茶
工
場
で
手
伝
い
も
し

て
い
ま
し
た
。

渡
辺
：
主
に
、
伊
久
身
地
区
で
無
農
薬
栽
培
さ
れ
た
お

茶
を
、
試
験
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
や
東
京
農
業
大
学

関
連
の
マ
ル
シ
ェ
で
販
売
し
て
い
ま
す
。（
注
２
）

《
嬉
し
い
こ
と
は
何
で
す
か
？
》

村
松
：
森
林
整
備
を
し
て
い
て
、
道
が
切
り
開
か
れ
て

い
く
時
、
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
「
お
疲

れ
さ
ま
」「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
、皆
さ
ん
か
ら

毎
日
が
発
見
！
地
域
の
魅
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
の
輪
を
ひ
ろ
げ
発
信
！

川根地区

　村
むら
松
まつ
元
はる
巳
み
さん（47）神奈川県から

伊久身地区

　渡
わた
辺
なべ
威
たけ
夫
お
さん（30）東京都から

� にお話を伺いました。

市議会

地域おこし
協力隊
＆

特 集
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声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
時
は
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。

渡
辺
：
伊
久
美
茶
が
売
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
！
そ
れ
と
、

活
動
の
輪
が
だ
ん
だ
ん
と
広
が
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
た
時
も
嬉
し
い
で
す
。

《
今
後
は
何
を
し
た
い
で
す
か
？
》

村
松
：「
自
伐
型
林
業
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
今
後
も
地�

域
お
こ
し
の
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
仲
間
が

増
え
て
い
く
と
活
動
の
幅
が
広
が
る
の
で
、
仲

間
集
め
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
遊
休
資
産
の
利
活
用
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

渡
辺
：
伊
久
美
茶
に
付
加
価
値
を
付
け
、
商
品
価
値
を

高
め
る
取
り
組
み
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
と
と
も
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。
伊
久
身
地
区
の
未
来
に
向
け
、

何
か
残
せ
な
い
か
と
日
々
模
索
し
て
い
ま
す
。

《
島
田
市
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
》

　
　
：
地
元
の
方
々
や
市
長
を
は
じ
め
市
に
は
、さ
ま
ざ

ま
な
形
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
お
二
人
の
ご
活
躍
を
大
い
に
期
待
す
る

と
と
も
に
、
議
会
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
注
１
）
自
伐
型
林
業
と
は
…
採
算
性
と
環
境
保
全
を
高
い
次
元

で
両
立
す
る
持
続
的
森
林
経
営
で
す
。
参
入
障
壁
が
低

く
、
幅
広
い
就
労
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
２
）
東
京
農
業
大
学
の
学
生
が
運
営
す
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

「T
e
a
H
a
n
a
e
m
i

」
で
は
、
学
生
達
が
マ
ル

シ
ェ
等
で
活
動
す
る
様
子
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

村
松＆渡

辺
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11
月
24
日
（
水
）
本
会
議
初
日　
専
決
処
分
２
件
、
議
案
15
件
上
程

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
一
般
会
計
１
件・特
別
会
計
４
件・

病
院
事
業
会
計
１
件
）
の
ほ
か
、
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、
条
例
改
正

案
３
件
、
一
般
議
案
６
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
30
日
（
火
）
本
会
議　
追
加
６
議
案
を
上
程
・
可
決

令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
臨
時
給
付
金
（
５
万
円
）
の
支
給
に
係
る
一

般
会
計
補
正
予
算
１
件
と
人
事
院
勧
告
に
伴
う
条
例
改
正
案
５
議
案
が

追
加
提
出
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
、
特
別
職
の
職
員
の
給
与
、
教
育
長
の
給
与
、
病
院
事
業
管
理
者
の

給
与
に
関
す
る
条
例
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
全
員
賛
成
で

可
決
、
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。　

12
月
２
日
（
木
）
～
６
日
（
月
）　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

18
人
の
議
員
が
一
問
一
答
、
１
人
の
議
員
が
包
括
質
問
に
よ
る
一
般
質

問
を
行
い
、
当
局
の
考
え
に
つ
い
て
、
各
議
員
が
質
問
や
提
案
を
し
ま

し
た
。�

（
８
～
17
ペ
ー
ジ
）

12
月
８
日
（
水
）
本
会
議
（
議
案
質
疑
）

延
べ
６
人
の
議
員
が
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
市
長
専

決
処
分
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
、
質
問
を
し
ま
し
た
。�

（
５
ペ
ー
ジ
）

12
月
9
日
（
木
）
～
10
日
（
金
）　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
、

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
３
分
科
会
お
よ
び
厚
生
教
育
・
経
済
建
設
・

総
務
生
活
の
各
常
任
委
員
会
を
分
散
開
催
で
実
施
し
、
付
託
さ
れ
た
議

案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。�

（
６
～
７
ペ
ー
ジ
）

12
月
13
日
（
月
）　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会
の
議
案
審
査

３
分
科
会
の
分
科
会
長
報
告
、
委
員
会
と
し
て
の
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

12
月
21
日
（
火
）　
本
会
議
最
終
日　
専
決
処
分
４
件
、追
加
議
案
４
件
、

発
議
案
２
件
、　
計
21
議
案
可
決

３
常
任
委
員
会
で
の
審
査
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
が
報
告

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
専
決
処
分
に
よ
る
報
告
４
件
、
令
和
３
年
度

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
（
追
加
給
付
５
万
円
）
の
支
給
に

つ
い
て
な
ど
の
一
般
会
計
補
正
予
算
３
件
と
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

が
追
加
提
出
さ
れ
、
２
人
の
議
員
が
議
案
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
定
例

会
初
日
に
提
出
さ
れ
た
専
決
処
分
の
２
件
を
除
く
15
件
と
合
わ
せ
て
21

議
案
の
採
決
を
行
い
（
専
決
処
分
４
件
を
除
く
）、討
論
を
経
て
賛
成
多

数
で
可
決
、
ま
た
は
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
18
～
19
ペ
ー
ジ
）

定例会
の

概 要

一
般
会
計
２
７
億
４
５
７
万
１
千
円
を
増
額

�

令
和
３
年
度
補
正
予
算
な
ど
可
決

令
和
３
年
11
月
市
議
会
定
例
会
を
、
11
月
24
日
（
水
）
か
ら
12
月
21
日
（
火
）
ま
で
、
28
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
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〈
議
案
第
88
号　
令
和
３
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）〉

〈
議
案
第
88
号　
令
和
３
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）〉

〈
議
案
第
88
号　
令
和
３
年
度
島
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）〉

〈
報
告
第
22
号
23
号　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
物
損
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）〉

Q�

同
じ
大
柳
で
道
路
陥
没
に
よ
る
車
両
破
損
事
故
が
２
件
起
き
て
い
る
。
日
頃
の

道
路
維
持
管
理
と
パ
ト
ロ
ー
ル
の
状
況
は
ど
う
か
。

A�

市
内
全
域
を
網
羅
で
き
る
よ
う
週
２
回
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
現
業
職
員
の
作
業
班
と
す
ぐ
や
る
課
の
職
員
が
現
場
に
出
た
と
き
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
主
に
道
路
の
陥
没
箇
所

が
な
い
か
確
認
を
行
い
、
簡
易
な
も
の
は
そ
の
場
で
補
修
し
、
事
故
防
止
に
努

め
て
い
る
。
市
民
か
ら
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
メ
ー
ル
、
電
話
等
で
の
通
報
を
受
け
付

け
、
そ
の
対
応
も
迅
速
に
行
っ
て
い
る
。

Q�

健
（
検
）
診
結
果
利
活
用
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
と
の
こ
と
だ
が
、健
（
検
）

診
結
果
の
利
活
用
と
は
。

A�

健
診
結
果
な
ど
の
情
報
を
標
準
化
し
統
一
す
る
こ
と
で
、
市
町
村
間
の
情
報
連

携
に
よ
り
、
転
居
が
あ
っ
て
も
健
診
結
果
な
ど
の
把
握
が
で
き
、
よ
り
適
切
な

保
健
指
導
や
健
診
の
受
診
勧
奨
な
ど
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
住
民

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、
自
身
の
健
診
情
報
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
自
身
の
健
康
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
把
握
で

き
、
健
康
管
理
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
も
可
能
と
な
る
。

Q�

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
リ
ス
ク
は
。

A�

接
種
に
よ
る
リ
ス
ク
は
全
く
な
い
と
は
捉
え
て
は
い
な
い
。
リ
ス
ク
が
な
い
ワ

ク
チ
ン
は
基
本
的
に
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q�

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
重
大
な
副
反
応
（
心
筋
炎
）
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
は
。

A�

心
筋
炎
に
関
す
る
情
報
は
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
接
種
券
の
送
付
の
際
対
象
者
全
員
へ
同
封
す
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
こ
と

を
加
え
た
新
し
い
し
ま
だ
新
コ
ロ
ナ
ビ
は
、
現
段
階
で
作
成
す
る
予
定
は
な
い
。

Q�

バ
ー
デ
棟
の
現
状
の
調
査
と
今
後
の
計
画
は
。

A�

躯く

体た
い

の
鉄
骨
の
老
朽
化
に
よ
り
、令
和
３
年
８
月
末
か
ら
休
業
し
て
い
る
。指
摘

を
受
け
て
い
る
躯く

体た
い

の
鉄
骨
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
施
設
設
備
の
劣
化
度
合
い

を
改
め
て
調
査
し
、
対
策
に
係
る
費
用
な
ど
を
把
握
し
て
い
く
。
営
業
再
開
を

望
む
声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
を
し
て
い
る
。
何
と
か
再
開
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
一
方
で
、
大
規
模
改
修
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
費
用
は
も
ち
ろ
ん
、
川

根
温
泉
全
体
の
将
来
構
想
と
整
合
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
単
純
に
改
修
す
る
と
い
う
選
択
肢
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
選
択
肢
の

可
能
性
も
あ
る
。

専
決
処
分
の
事
故
の
状
況
は

改
修
す
る
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の

利
用
方
法
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
リ
ス
ク
の
案
内
は

川
根
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
泉

�

バ
ー
デ
棟
の
今
後
は

Pick
up 1

Pick
up 4 Pick

up

Pick
up

3

2
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Q�
対
象
者
へ
の
接
種
券
の
配
布

は
い
つ
か
ら
か
。

A�

３
回
目
が
可
能
な
日
か
ら
１

カ
月
前
を
目
安
に
し
て
い
る
。

Q�

現
時
点
で
１
回
目
と
２
回
目

を
接
種
し
て
な
い
人
へ
の
案

内
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A�

同
調
圧
力
と
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
な
が
ら
、
接
種
は
強

制
で
は
な
い
、
同
意
が
な
い

と
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
案

内
に
入
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

Q�

３
回
目
の
接
種
者
に
送
る
資

料
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
。

A�

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
説
明
書
を

送
る
つ
も
り
だ
。

Q�

20
歳
以
下
の
人
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
勧
め
る
理
由
は
何
か
。

A�

集
団
免
疫
の
効
果
期
待
と
、自

身
の
感
染
予
防
、
周
り
へ
の

感
染
予
防
で
あ
る
。

※
集
団
免
疫
…
人
口
の
一
定
割
合
以

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

島
田
市
病
院
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

島
田
市
北
部
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
ほ
か
２
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定

島
田
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

所
管
課
か
ら
の
報
告

上
の
人
が
免
疫
を
持
つ
こ
と
で
感

染
患
者
が
出
て
も
他
の
人
に
感
染

し
に
く
く
な
り
、
感
染
症
が
流
行

し
な
く
な
る
状
態
の
こ
と

Q�

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
い
つ
か
ら

利
活
用
さ
れ
る
か
。

A�

全
国
規
模
の
改
修
の
た
め
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
個
人

の
閲
覧
に
つ
い
て
は
来
年
度

早
期
と
聞
い
て
い
る
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
…
子
育
て
や
介
護

な
ど
の
行
政
手
続
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
、
連
絡
確
認
が
で
き
る
サ
イ
ト広報しまだワクチ

ン接種のお知らせ

島田市６位入賞おめでとう！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
案
内
は
て
い
ね
い
に
！

厚
生
教
育
常
任

員
委

会
・
分
科
会

常 任 委 員 会 お よ び
予算・決算特別委員会報告

の
人
を
採
用
し
、
利
用
者
と

の
信
頼
関
係
も
築
け
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
業
務
の

効
率
化
に
つ
い
て
は
、
３
地

区
の
調
理
を
一
元
化
し
た
。

食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

Q�

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

A�

ひ
と
月
あ
た
り
約
１
６
０
人
。

Q�

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
内
容
は
。

A�

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対

し
て
、
週
６
回
ま
で
昼
の
配

Q�

分
娩
で
き
な
い
状
況
だ
が
条

例
改
正
す
る
理
由
は
。

A�

産
婦
人
科
の
医
師
や
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
に
努
め
て
お

り
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。

Q�

指
定
管
理
料
の
変
更
は
あ
る
か
。

A�

介
護
保
険
事
業
の
収
入
に
よ

り
指
定
管
理
者
が
運
営
す
る

た
め
、
市
か
ら
の
指
定
管
理

料
の
支
出
は
な
い
。

Q�

指
定
管
理
の
内
容
に
つ
い
て

ど
う
判
断
し
て
い
る
か
。

A�

若
干
、
人
件
費
の
占
め
る
割

合
が
高
い
が
、
職
員
数
や
資

格
に
配
慮
し
て
お
り
、
利
用

者
の
安
全
対
策
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
職
員
の
雇
用
は
地
域

　
12
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
市
町

対
抗
駅
伝
大
会
に
お
い
て
、
島
田

市
は
６
位
入
賞
と
い
う
大
健
闘
で

あ
っ
た
。
表
彰
す
る
場
面
等
を
今

後
検
討
し
た
い
。

●
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

●
市
町
対
抗
駅
伝
大
会

●
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
修
事
業
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次
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
　
　
　
　

事
業
計
画
に
期
待
！

Q�

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
見
込
み

は
ど
う
か
。

A�

約
２
億
２
千
万
と
見
込
ん
で

い
る
。

Q�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の

今
後
の
計
画
は
。

A�

新
た
な
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
は
、
令
和
４
年
、
５

年
を
か
け
て
策
定
し
て
い
く

予
定
だ
。

Q�

ゴ
ミ
資
源
収
集
運
搬
委
託
費

の
減
少
の
理
由
は
。

A�

収
集
時
間
を
見
直
し
、
作
業

効
率
を
上
げ
た
。

　
島
田
市
緑
茶
化
計
画
の
デ
ザ
イ

ン
画
が
12
月
18
日
ま
で
に
ガ
ラ
ス

全
面
に
配
置
さ
れ
る
。

Q�
温
泉
施
設
費
の
補
正
理
由
お

よ
び
内
容
は
。

A�

鉄
骨
の
劣
化
に
伴
い
、
休
業

し
て
い
る
バ
ー
デ
棟
の
劣
化

度
合
い
と
、
設
備
を
含
め
た

施
設
全
体
の
劣
化
度
合
い
の

確
認
。
ま
た
、
対
策
の
た
め

の
課
題
整
理
に
関
す
る
調
査

等
の
経
費
で
あ
る
。

Q�

今
後
の
目
標
は
。

A�

年
度
内
に
対
策
方
針
を
固
め

て
い
き
た
い
。

Q�

休
業
解
除
の
条
件
は
。

A�

修
繕
等
の
対
策
が
措
置
さ
れ

て
利
用
者
の
安
全
・
安
心
が

確
保
さ
れ
た
時
点
で
休
業
を

解
除
す
る
。

Q�

バ
ー
デ
棟
の
み
老
朽
化
が
進

ん
だ
理
由
は
。

A�

バ
ー
デ
棟
の
建
物
は
鉄
骨
造

で
あ
り
、温
泉
の
成
分（
古
海

水
）
に
よ
っ
て
腐
食
が
あ
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

所
管
課
か
ら
の
報
告

装飾が完了した島田駅南北自由通路のガラス

老朽化で休業中の川根温泉バーデ棟

　
国
際
基
準
の
改
定
に
よ
り
、
従

来
の
40
ｍ
を
90
ｍ
に
延
長
す
る
工

事
が
令
和
４
年
度
か
ら
８
年
度
に

か
け
て
行
わ
れ
る
。

川
根
温
泉
バ
ー
デ
棟
の

　
　
　
　
　
　

早
期
再
開
を
望
む

経
済
建
設
常
任

員
委

会
・
分
科
会

総
務
生
活
常
任

員
委

会
・
分
科
会

Q�

道
悦
四
丁
目
16
号
線
は
、
混

雑
し
て
事
故
が
多
く
、
危
険

度
が
増
し
て
い
る
。
安
全
面

で
問
題
は
な
い
か
。

A�

隣
接
地
権
者
や
自
治
会
長
の

承
諾
も
あ
る
。
現
況
の
市
道

に
合
流
す
る
地
点
に
関
し
て

は
、
両
側
に
隅
切
り
を
つ
け

て
安
全
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

お
、
そ
れ
以
外
の
温
泉
棟
等

の
施
設
全
体
は
木
造
で
あ
る
。

●
歳
入

●
債
務
負
担
行
為
補
正

●
島
田
駅
南
北
自
由
通
路
ガ
ラ
ス

装
飾
事
業

●
富
士
山
静
岡
空
港
滑
走
路
安
全

区
域
の
拡
張
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旧市内の防災マップ

Q�

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
配
布
の

目
的
は
何
か
。

A�

日
頃
か
ら
住
ん
で
い
る
地
域
の
洪
水

時
に
お
け
る
浸
水
の
深
さ
や
場
所
、

大
雨
に
よ
る
崖
崩
れ
や
土
石
流
、
地

す
べ
り
な
ど
の
注
意
す
べ
き
場
所
を

確
認
し
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
速
や
か
な
避
難
行
動
に
つ

な
が
る
よ
う
活
用
し
て
い
く
た
め
だ
。

Q�

危
険
度
の
高
い
地
区
の
住
民
に
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

A�

土
砂
災
害
対
応
訓
練
は
、年
一
回
、地

区
を
決
め
て
、
情
報
伝
達
や
住
民
避

難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

Q�

地
元
の
住
民
か
ら
説
明
会
な
ど
の
要

望
が
出
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
か
。

A�

自
主
防
災
会
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

訓
練
も
一
緒
に
行
い
た
い
。

Q�
危
険
度
の
高
い
斜
面
な
ど
の
防
災
工

事
の
方
針
は
ど
う
か
。

A�

施
工
主
体
は
県
で
、
保
全
対
象
や
緊

急
度
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
優

先
順
位
を
決
め
て
い
る
。

Q�

災
害
時
に
火
災
が
生
じ
た
場
合
、
自

主
防
災
組
織
担
当
の
初
期
消
火
の
た

め
の
水
源
は
ど
こ
か
。

A�

消
火
栓
は
消
防
が
使
う
予
定
な
の
で
、

河
川
や
用
水
路
等
の
利
用
と
な
る
。

Q�

水
源
の
位
置
を
周
知
す
る
た
め
、
地

区
ご
と
の
防
災
マ
ッ
プ
に
載
せ
る
と

よ
い
と
思
う
が
、
策
定
状
況
は
い
か

が
か
。

A�

現
在
、
自
主
防
災
組
織
１
３
３
の
う

ち
35
件
が
完
了
し
て
い
る
。
策
定
増

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 森

もり
　伸
しん
一
いち
�議員

一問一答

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

活
用
法
は
い
か
が
か
？

A
Q
&

一
般
質
問

市
長
に
質た

だ

す
！

　

島
田
市
議
会
11
月
定
例
会
で
は
、

18
人
の
議
員
が
一
問
一
答
方
式
（
議

員
が
一
つ
の
質
問
を
し
、
市
長
等
も

一
つ
ず
つ
答
弁
す
る
方
式
）、
１
人
の

議
員
が
包
括
方
式
（
議
員
が
ま
と
め

て
３
回
ま
で
質
問
を
行
い
、
市
長
等

も
ま
と
め
て
答
弁
す
る
方
式
）
を
選

択
し
、
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
19
人
の
議
員
の
個
人

質
問
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
す
る
大
切
な
内
容
全
般
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
長
や
執
行
機
関
に
「
一
般
質
問
」
を
行
い
ま
す
。

一
般
質
問
全
文
を
掲
載
し
た
会
議

録
と
録
画
映
像
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

録
画
映
像
は
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

このＱＲコード
からどうぞ！
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
の
取
組
は

接種率と感染者数の推移（静岡県）

Q�

こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
ど
う
か
。

A�

接
種
希
望
者
の
89
％
が
接
種
済
み
で

あ
る
。（
11
月
末
現
在
）

Q�

副
反
応
の
報
告
は
ど
う
か
。

A�

深
刻
な
副
反
応
の
報
告
は
な
い
。

Q�

２
回
の
接
種
で
市
民
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
。

A�

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
回
線
の
増
設
や

ス
タ
ッ
フ
の
増
員
、
予
約
枠
の
拡
大

や
接
種
会
場
の
追
加
等
で
対
応
し
た
。

Q�

若
い
世
代
へ
の
接
種
促
進
は
ど
う
か
。

A�

夏
休
み
を
接
種
期
間
と
し
た
。
ま
た
、

小
児
科
医
と
共
に
監
修
し
た
「
し
ま

だ
新
コ
ロ
ナ
ビ
」
で
接
種
に
関
す
る

情
報
を
提
供
し
、
子
ど
も
と
保
護
者

の
理
解
に
つ
な
げ
た
。
10
月
に
未
接

種
者
に
勧
奨
通
知
を
発
送
し
た
。

Q�
誤
接
種
の
経
緯
と
今
後
の
対
策
は
。

A�
使
用
済
み
の
注
射
器
を
未
使
用
と
誤

認
し
て
接
種
し
た
。
健
康
被
害
は
無

か
っ
た
が
、
医
療
機
関
に
接
種
体
制

を
指
導
し
再
発
防
止
に
努
め
る
。

Q�

３
回
目
の
接
種
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
を
選
択
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
と
接
種
体
制
は
ど
う
か
。

A�

希
釈
や
接
種
量
に
違
い
が
あ
る
。
誤

接
種
を
防
ぐ
意
味
で
、
接
種
日
時
や

接
種
会
場
ご
と
に
ワ
ク
チ
ン
の
種
類

を
指
定
す
る
予
定
だ
。

Q�

偏
り
が
出
な
い
か
。

A�

ワ
ク
チ
ン
の
正
し
い
情
報
を
提
供
し
、

安
心
で
き
る
接
種
体
制
を
つ
く
る
。

Q�

５
歳
か
ら
11
歳
の
接
種
の
方
針
は
。

A�

ワ
ク
チ
ン
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
で
、

小
児
科
医
と
協
議
し
準
備
し
て
い
く
。

障害者によるハウス内清掃作業

大
おお
関
ぜき
衣
きぬ
世
よ
�議員

天
あま
野
の
　弘
ひろし
�議員

Q�

市
長
は
、
今
後
の
人
口
減
少
の
時
代

に
お
い
て
施
策
を
選
択
し
資
源
を
集

中
さ
せ
る
「
縮
充
」
を
市
政
の
方
向

と
し
て
い
る
。
市
長
の
考
え
る
選
択

の
基
準
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A�

統
一
的
な
基
準
で
は
な
く
、
市
民
の

考
え
や
地
域
性
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
決
定
し
て
い
く
。

Q�

選
択
で
選
ば
れ
な
か
っ
た
人
へ
の
ケ

ア
が
必
要
で
は
な
い
か
。
十
分
す
ぎ

る
説
明
が
重
要
と
考
え
る
が
。

A�

事
業
の
実
施
判
断
に
は
、
市
民
と
の

対
話
を
大
切
に
し
て
取
り
組
む
。

Q�

島
田
市
立
地
適
正
化
計
画
が
策
定
中

で
あ
る
が
、
本
計
画
の
区
域
設
定
は

選
択
と
重
点
化
に
当
た
る
の
か
。

A�

区
域
設
定
は
重
点
化
で
は
あ
る
が
、

選
択
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

Q�「
縮
充
」
の
実
現
に
は
住
民
の
行
政

参
加
が
大
切
と
さ
れ
る
が
、「
縮
充
」

に
と
っ
て
の
住
民
参
加
の
考
え
方
は

何
か
。
縮
小
の
時
代
、
将
来
性
の
あ

る
施
策
を
示
す
こ
と
も
大
切
と
思
う
。

A�

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
性
を
認

識
し
興
味
を
持
つ
市
民
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
観
光
や
資
源
循

環
な
ど
将
来
性
の
施
策
に
取
り
組
む
。

Q�

本
市
で
の
実
態
と
、
行
政
で
の
取
組

状
況
は
ど
う
か
。

A�
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
。
市
で
は

取
り
組
ん
で
い
な
い
が
、
県
で
は
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
県
や
農
協
等
と
連
携
す
る
。

一問一答

市
長
の「
縮
充
」の
考
え
方
と

市
政
方
針
を
問
う

一問一答

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

�

円
滑
な
運
営
を
！
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タブレットを使うと、机からはみ出ちゃう！

市民が集えるまちづくりを期待する

藤
ふじ
本
もと
善
よし
男
お
�議員

Q�

教
育
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
中
、
教
員

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
充
足
率
は
74
％
だ
。

追
加
補
充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

業
務
用
端
末
を
使
っ
て
基
本
的
な
作

業
は
可
能
で
あ
り
、
児
童
生
徒
数
の

動
向
に
よ
る
調
整
で
対
応
す
る
。

Q�

通
信
速
度
や
ス
ペ
ー
ス
の
課
題
は
。

A�

大
規
模
校
で
は
、
全
教
室
で
同
時
に

動
画
を
閲
覧
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

学
習
ス
ペ
ー
ス
は
、
新
規
格
の
広
い

机
で
も
手
狭
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

Q�

通
信
環
境
改
善
の
た
め
、
通
信
速
度

を
５
倍
程
度
に
増
強
す
べ
き
で
は
。

A�

小
中
学
校
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
よ
り
、
学
校
周
辺
の
回
線
に

負
担
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
専
用
回

線
へ
の
切
替
え
等
を
検
討
し
た
い
。

Q�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
す
る
学
校
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
作
成

の
中
間
報
告
は
届
い
て
い
る
か
。

A�

正
式
な
通
知
は
届
い
て
い
な
い
。

Q�

中
間
報
告
で
は
既
存
の
平
均
的
な
教

室
は
手
狭
な
た
め
、
学
校
建
設
時
に

サ
イ
ズ
検
討
が
必
要
と
の
こ
と
だ
が
、

教
室
の
広
さ
や
机
の
大
き
さ
な
ど
、

第
一
小
学
校
建
設
の
状
況
は
ど
う
か
。

A�

一
教
室
あ
た
り
、
67
・
４
平
方�

メ
ー
ト
ル
で
計
画
し
て
い
る
。
机
の

規
格
拡
大
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
る

可
能
性
が
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Q�

次
年
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
確
保
に
向

け
た
市
の
考
え
は
。

A�
教
員
は
授
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る

こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
の
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、
長
期
的
な
計
画

で
複
数
年
契
約
に
し
て
い
き
た
い
。

大
おお
村
むら
泰
やす
史
じ
�議員

Q�

中
心
市
街
地
に
お
け
る
高
齢
化
の
現

状
は
ど
う
か
。

A�

中
心
市
街
地
の
高
齢
化
率
は
上
昇
し

て
お
り
、
特
に
商
業
地
域
、
近
隣
商

業
地
域
に
指
定
す
る
箇
所
で
高
い
傾

向
に
あ
る
。

Q�

予
想
さ
れ
る
空
き
家
の
状
況
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
は
。

A�

換
地
、集
約
、区
画
再
編
な
ど
、目
的

別
の
小
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
空
き
家
、

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

Q�

集
約
型
の
都
市
構
造
が
も
た
ら
す
郊

外
に
生
活
拠
点
を
置
く
高
齢
者
へ
の

対
応
策
は
何
か
。

A�

集
約
型
都
市
構
造
で
は
、
拠
点
間
や

地
域
間
を
効
率
的
、
効
果
的
に
運
行

す
る
公
共
交
通
施
策
が
重
要
で
あ
る
。

Q�

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
に
対
す
る
取
組
は
ど
う
か
。

A�
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
５
年
後
、

10
年
後
を
見
据
え
た
地
域
農
業
の
将

来
図
で
あ
る
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q�

他
の
自
治
体
に
お
け
る
森
林
環
境
譲

与
税
の
活
用
事
例
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

A�

森
林
の
荒
廃
、
木
材
利
用
の
低
迷
化
、

担
い
手
不
足
と
い
っ
た
本
市
の
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
事
例
が
あ
れ
ば
、

参
考
に
し
て
い
く
。�

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
を

一問一答

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

改
善
を
！

一問一答

将
来
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
を
期
待
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キレイな笹間川で子どもたちと秋を堪能！

Q�

当
市
の
財
政
状
況
に
対
す
る
認
識
は
。

A�

地
方
公
共
団
体
の
健
全
化
判
断
比
率

の
指
標
は
健
全
な
状
態
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

Q�

財
源
は
潤
沢
と
言
え
る
か
。

A�

何
を
持
っ
て
潤
沢
と
表
現
す
る
か
難

し
い
が
、
全
国
自
治
体
の
中
で
は
平

均
以
上
の
財
政
力
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

Q�

積
極
的
に
市
の
収
入
を
増
や
す
こ
と

を
考
え
て
い
る
か
。

A�

ふ
る
さ
と
寄
付
金
や
市
有
地
の
売
却

等
の
収
入
確
保
に
努
め
て
い
る
。

Q�

市
の
収
入
を
増
や
す
た
め
に
も
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
バ
ナ
ー
広
告
掲

載
等
の
再
開
は
ど
う
か
。

A�

運
営
費
と
収
入
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な

が
ら
判
断
し
て
い
く
。

Q�
大
井
川
と
そ
の
支
流
を
利
用
し
た
観

光
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

A�

癒
し
に
つ
な
が
る
地
域
資
源
が
多
く
、

水
を
は
じ
め
と
し
た
豊
か
な
自
然
環

境
が
大
き
な
強
み
で
あ
る
。
自
然
体

験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。

Q�

市
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
地

元
客
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
自
然

体
験
を
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

A�

市
で
は
、
笹
間
川
で
の
キ
ャ
ン
プ
等
、

し
ま
だ
ガ
ン
バ
！
と
い
う
自
然
体
験

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
タ
デ
ー

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

Q�

学
校
再
編
の
提
案
は
、�

い
つ
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
提
起
さ
れ
た
か
。

A�

初
倉
地
区
の
再
編
方
針
は
平
成
30
年

９
月
に
提
出
さ
れ
た
島
田
市
教
育
環

境
適
正
化
検
討
委
員
会
提
言
書
の
中

で
示
さ
れ
た
。

Q�

地
元
か
ら
再
編
要
望
が
あ
っ
た
か
。

A�

地
元
の
要
望
を
受
け
て
検
討
を
始
め

た
も
の
で
は
な
い
。
検
討
委
員
会
が

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
地
元

の
意
見
と
捉
え
て
い
る
。

Q�

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
十
分
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
中
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。
先
生
や
子
ど
も
た

ち
の
意
見
は
ど
う
か
。

A�

丁
寧
に
情
報
提
示
し
、
先
進
事
例
の

視
察
や
勉
強
会
を
、
チ
ラ
シ
、
組
回

覧
、
Ｈ
Ｐ
で
周
知
し
て
き
た
。
９
月

に
再
度
、
保
護
者
、
地
域
住
民
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
北
部
地
区

説
明
会
で
「
大
人
の
責
任
で
判
断
す

べ
き
」
と
住
民
合
意
し
、
市
の
方
針

と
し
た
。

Q�「
初
倉
地
区
小
学
校
再
編
に
お
け
る

初
倉
南
小
の
統
合
廃
止
を
求
め
る
請

初倉小との統合で廃校になった湯日小学校

提
さげ
坂
さか
大
だい
介
すけ
�議員

四
よ
ツ
つ
谷
や
恵
めぐみ
�議員

願
書
」
の
扱
い
は
現
在
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

A�

３
校
同
時
統
合
で
は
な
く
な
っ
た
た

め
、
教
育
委
員
会
で
保
管
し
て
い
る
。

保
護
者
の
意
見
を
十
分
に
く
み
取
り
、

丁
寧
な
説
明
が
必
要
だ
と
受
け
止
め

て
い
る
。

Q�
再
編
方
針
決
定
の
進
め
方
は
ど
う
か
。

A�

令
和
４
年
１
月
に
初
倉
地
区
再
編
方

針
検
討
委
員
会
提
言
書
を
協
議
し
、

今
年
度
中
に
方
針
決
定
し
て
い
く
。

水
資
源
を
利
用
し
た
観
光
を

一問一答

初
倉
地
区

小
中
一
貫
校
は
慎
重
に
‼

一問一答

市
の
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
限
利
用
し

収
入
確
保
を
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島田の未来にとって大事な計画です

取り壊しが進む旧金谷庁舎 清
し
水
みず
唯
ただ
史
し
�議員

Q�

金
谷
公
民
館
の
業
務
方
針
は
。

A�

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
公
民
館
活
動

を
承
継
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
、

そ
の
上
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
の
醸
成
・
向
上
を
通
じ
、
事
業
者

提
案
に
あ
る
多
世
代
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向
け
た
施

設
を
目
指
す
。

Q�

防
災
セ
ン
タ
ー
改
修
後
の
計
画
は
。

A�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
向

け
、
金
谷
地
区
の
活
動
団
体
の
連
携

拠
点
施
設
と
し
て
の
環
境
を
整
え
る
。

Q�

金
谷
南
・
北
の
両
支
所
統
合
の
地
域

へ
の
周
知
は
。

A�

平
成
27
年
か
ら
説
明
し
て
い
る
が
、

今
後
も
広
報
活
動
を
進
め
る
。

Q�

支
所
統
合
に
対
し
て
不
便
を
感
じ
る

市
民
へ
の
対
応
は
。

A�

事
業
者
に
移
動
手
段
の
提
案
を
期
待

し
た
が
提
案
は
無
か
っ
た
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
利
用
を
通

じ
て
移
動
手
段
の
確
保
を
し
て
い
き

た
い
。

Q�

跡
地
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
金

谷
町
民
憲
章
石
碑
と
埋
設
さ
れ
て
い

た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
取
り
扱
い
は
。

A�

新
施
設
の
配
置
計
画
で
は
旧
庁
舎
敷

地
内
で
は
難
し
い
た
め
、
み
ん
く
る

敷
地
内
を
含
め
、
場
所
の
決
定
と
保

存
を
検
討
す
る
。

Q�「
縮
充
」の
考
え
か
ら
市
長
は
南
北
支

所
の
統
合
を
い
か
に
考
え
る
か
。

A�
機
能
の
統
合
は
あ
る
が
、
今
回
の
生

活
交
流
拠
点
施
設
整
備
を
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
た
い
。

石
いし
川
かわ
晋
しん
太
た
郎
ろう
�議員

Q�

計
画
は
人
口
減
少
社
会
を
前
提
と
し

て
策
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
20
年
に

渡
り
、
人
口
減
少
が
少
な
い
六
合
地

区
が
大
き
く
居
住
誘
導
区
域
か
ら
外

さ
れ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

A�

六
合
地
区
、
と
り
わ
け
東
町
、
岸
町

が
居
住
誘
導
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
て

い
る
理
由
は
、農
用
地
区
域
（
青
地
）

や
公
共
交
通
不
便
区
域
に
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

Q�

計
画
内
の
居
住
誘
導
区
域
は
、
全
て

公
共
交
通
不
便
区
域
で
は
な
い
か
。

A�

公
共
交
通
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
地
域
も
あ
る
が
、
現
在
、
今
後
の

公
共
交
通
の
充
足
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
居
住
誘
導
区
域
に
含
め

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Q�

計
画
内
の
居
住
誘
導
区
域
に
農
用
地

区
域
（
青
地
）
が
入
っ
て
い
な
い
か
。

A�
農
用
地
区
域
（
青
地
）
を
含
め
た
エ

リ
ア
で
区
域
を
設
定
し
て
い
る
地
域

も
あ
る
。

Q�

計
画
を
運
用
し
た
と
き
、
居
住
誘
導

区
域
外
に
住
む
市
民
に
デ
メ
リ
ッ
ト

は
な
い
か
。

A�

居
住
誘
導
区
域
の
外
だ
か
ら
と
い
っ

て
補
助
金
が
出
な
い
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
優
先
順
位
が
下
が
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
。ま
た
、開
発
行
為
に
つ
い

て
は
、
届
出
が
必
要
に
な
る
が
、
そ

の
行
為
自
体
を
制
限
す
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
民
間
の
開
発
を
抑

制
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

一問一答

生
活
交
流
拠
点
施
設
は

地
域
と
連
携
を
！

一問一答

「
島
田
市
立
地
適
正
化
計
画
案
」

を
問
う
‼



13 議会だよりShimada City Council Newsletter

基盤整備が進められる西原（五和）地区

居住誘導区域および都市機能誘導区域

Q�

立
地
適
正
化
計
画
案
に
お
い
て
、
居

住
誘
導
区
域
に
設
定
さ
れ
な
か
っ
た

地
域
で
も
市
の
サ
ー
ビ
ス
が
こ
れ
ま

で
ど
お
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。

A�

居
住
誘
導
区
域
の
内
外
に
か
か
わ
ら

ず
、
生
活
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

は
こ
れ
か
ら
も
維
持
す
る
。

Q�

居
住
誘
導
区
域
外
の
人
口
が
減
少
し

て
い
っ
た
時
、
地
域
の
自
治
会
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
け
る
の

か
。

A�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
つ
い

て
は
課
題
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
地

域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q�

中
山
間
地
域
は
、
移
住
定
住
を
促
す

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
ど
う
す
る

の
か
。

A�
中
山
間
地
域
は
、
過
疎
化
、
高
齢
化

が
進
み
、
人
口
減
少
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
美
し
い
自
然
や
地
域
資
源

を
生
か
し
、
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て

今
住
ん
で
い
る
人
も
、
こ
れ
か
ら
住

み
た
い
人
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
地
域
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

Q�

災
害
危
険
区
域
は
居
住
誘
導
区
域
か

ら
外
さ
れ
て
い
る
が
、
外
さ
れ
た
地

域
の
防
災
対
策
は
、
今
後
ど
う
な
る

か
。

A�

居
住
誘
導
区
域
外
に
お
い
て
も
、
引

き
続
き
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q�

静
岡
県
の
お
茶
産
出
額
は
、
令
和
２

年
、
鹿
児
島
県
に
抜
か
れ
全
国
２
位

と
な
っ
た
。
当
市
の
茶
産
出
額
は
10

年
前
の
４
割
減
だ
。
茶
業
存
続
の
た

め
に
は
荒
茶
単
価
が
上
が
る
こ
と
が

不
可
欠
だ
が
、
茶
商
や
製
茶
問
屋
の

販
売
促
進
の
支
援
の
取
り
組
み
は
。

A�

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
販
売
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
海
外
輸
出
の
支
援
策

と
し
て
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
経
費
や

残
留
農
薬
検
査
費
、
海
外
見
本
市
へ

の
出
品
経
費
を
補
助
し
て
い
る
。

Q�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
援
内
容
は
。

A�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ー
ポ
ン
や
国
の
緊
急
対

策
事
業
を
活
用
し
て
在
庫
茶
の
買
取

り
を
行
い
、
施
設
へ
寄
付
し
た
。

Q�

国
内
イ
ベ
ン
ト
販
売
促
進
の
予
算
の

増
額
と
営
業
社
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等

の
補
助
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

茶
業
振
興
会
に
意
見
を
伝
え
る
。

Q�

現
在
の
反た
ん
収し
ゅ
うで
認
定
農
業
者
の
所
得

を
維
持
す
る
に
は
、
茶
園
面
積
５
ha

が
必
要
。
農
地
の
集
積
・
基
盤
整
備

が
急
務
だ
。
取
り
組
み
を
伺
う
。

A�

基
盤
整
備
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け

て
い
き
た
い
。

Q�

鹿
児
島
県
で
は
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入

に
よ
り
摘
採
の
無
人
化
も
始
ま
っ
て

い
る
。
福
岡
県
八
女
市
で
は
小
規
模

茶
工
場
の
機
械
修
理
の
補
助
や
茶
樹

の
伐
根
の
支
援
も
し
て
い
る
。
経
営

体
に
即
し
た
支
援
が
で
き
な
い
か
。

A�
稼
ぐ
茶
業
の
出
口
戦
略
を
Ｊ
Ａ
、
国
、

県
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
市

単
独
で
行
え
る
こ
と
は
行
う
。

井
いの
上
うえ
　篤
あつし
�議員

八
や
木
ぎ
伸
のぶ
雄
お
�議員

一問一答

担
い
手
に
持
続
可
能
な
茶
業
を

一問一答

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
か
ら

外
さ
れ
た
地
域
の
今
後
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「生活保護のしおり」を分かりやすいものに

城山と指定管理のばらの丘公園 曽
そ
根
ね
達
たつ
裕
ひろ
�議員

Q�

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
目
的
と
施

設
数
は
。

A�

公
共
施
設
の
管
理
に
民
間
能
力
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減
を
図
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。
現
在
、
30
カ
所

の
施
設
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

Q�

定
期
的
な
収
支
報
告
会
や
運
営
会
議

を
行
っ
て
い
る
か
。

A�

月
1
回
程
度
の
頻
度
で
会
議
を
開
催

し
、
情
報
共
有
し
て
い
る
。

Q�

施
設
で
働
く
人
員
に
関
し
、
あ
る
程

度
把
握
し
て
管
理
し
て
い
る
か
。

A�

指
定
管
理
者
が
提
出
す
る
事
業
計
画

書
や
報
告
書
で
、
人
員
配
置
状
況
や

職
員
の
研
修
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

Q�

会
議
と
は
別
に
、
通
常
の
運
営
状
況

を
市
の
職
員
が
確
認
し
て
い
る
か
。

A�

必
要
に
応
じ
施
設
を
訪
問
し
て
い
る
。

Q�

地
域
住
民
に
よ
る
管
理
運
営
の
チ
ェ�

ッ
ク
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

A�

ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
談
を
行
っ
て
い
る
。

Q�

第
三
者
機
関
の
監
査
は
あ
る
か
。

A�

指
定
管
理
者
候
補
者
選
定
委
員
会
が

現
地
確
認
や
書
類
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

Q�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
市
の
財
政
状
況

は
ど
う
か
、
現
状
の
見
込
み
を
問
う
。

A�

当
初
予
算
に
お
い
て
見
積
も
っ
た
収

入
額
は
十
分
確
保
で
き
、
普
通
交
付

税
も
、
当
初
予
算
を
上
回
る
金
額
を

確
保
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。
財
政

面
で
市
の
方
針
に
変
更
は
な
い
。

Q�

今
後
の
公
共
施
設
の
運
営
は
。

A�

感
染
防
止
策
を
講
じ
て
運
営
を
行
う
。

桜
さくら
井
い
洋
よう
子
こ
�議員

Q�

直
近
の
生
活
保
護
受
給
世
帯
数
は
。

A�

10
月
現
在
、
３
１
６
世
帯
、
３
８
７

人
の
受
給
で
あ
る
。
保
護
率
は
、０・

41
％
で
あ
る
。

Q�

今
年
度
の
新
規
の
受
給
状
況
は
。

A�

申
請
が
38
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
受
給

開
始
が
31
世
帯
だ
。

Q�

生
活
保
護
の
捕
捉
率
は
低
く
保
護
資

格
の
あ
る
人
の
約
２
割
と
い
わ
れ
て

い
る
。
生
活
保
護
の
申
請
は
憲
法
25

条
で
保
障
さ
れ
た
、
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
送
る
た
め
の

国
民
の
権
利
で
あ
る
。
生
活
保
護
へ

の
正
し
い
知
識
を
広
め
、
受
給
者
へ

の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
変
え
、
保
護
申
請

が
た
め
ら
わ
ず
に
で
き
る
こ
と
が
必

要
だ
。
そ
の
た
め
に
、市
発
行
の「
生

活
保
護
の
し
お
り
」
の
内
容
を
充
実

さ
せ
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
目
に
し

て
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
へ

置
く
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

A�

生
活
保
護
受
給
対
象
者
に
は
、
制
度

に
つ
な
が
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
の

内
容
を
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
し
て
、

よ
り
身
近
で
目
に
つ
き
や
す
い
場
所

に
置
く
よ
う
検
討
す
る
。

Q�

保
護
申
請
を
た
め
ら
う
理
由
に
、
扶

養
照
会
（
扶
養
義
務
者
に
扶
養
が
可

能
か
を
文
書
で
尋
ね
る
こ
と
）
が
あ

る
。
な
く
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A�

扶
養
義
務
者
が
高
齢
者
や
長
期
入
院

者
、
音
信
不
通
の
人
で
あ
れ
ば
基
本

的
に
は
照
会
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
国
の
ル
ー
ル
に
則
っ
て
適
切

に
行
っ
て
い
く
。

今
後
の
財
政
と
施
設
運
営
は

一問一答

指
定
管
理
者
の

施
設
運
営
を
ど
う
進
め
る
か
？

一問一答

生
活
保
護
の
申
請
は

国
民
の
権
利
で
す
！
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地域活性化ワークショップの説明会の様子

子どもを産み、育てやすい島田市に

Q�

市
立
病
院
の
質
向
上
は
ど
う
す
る
か
。

A�

チ
ー
ム
医
療
、説
明
能
力
の
向
上
、安

全
管
理
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

Q�「
子
供
を
産
み
、
育
て
や
す
い
島
田
」

と
市
長
は
言
っ
て
い
た
が
、
長
ら
く

産
婦
人
科
が
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

医
師
確
保
に
動
い
て
い
る
か
。

A�

お
願
い
を
し
て
い
る
。

Q�

医
師
が
揃
え
ば
分
娩
再
開
で
き
る
か
。

A�

設
備
は
整
っ
て
い
る
。

Q�

市
立
病
院
に
は
11
人
の
助
産
師
が
い

る
。
院
内
で
助
産
院
を
開
設
す
れ
ば

す
ぐ
分
娩
で
き
る
。
ど
う
か
。

A�

医
師
が
多
数
必
要
で
あ
る
。

Q�

母
子
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
。

A�

広
域
で
や
っ
て
い
く
。

Q�
川
口
発
電
所
付
近
の
県
道
64
号
線
で

10
月
と
11
月
に
事
故
が
あ
っ
た
。
自

治
会
や
私
か
ら
も
県
に
拡
幅
を
要
望

し
た
。
ど
う
な
っ
た
か
。

A�

令
和
４
年
度
、
測
量
・
設
計
の
予
算

要
望
を
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

Q�

伊
太
や
Ｊ
Ｒ
金
谷
駅
の
周
辺
な
ど
、

用
排
水
路
が
崩
壊
し
中
に
は
住
宅
の

下
か
ら
水
が
出
て
家
が
傾
い
て
困
っ

て
い
る
人
が
い
る
。
ど
う
す
る
か
。

A�

県
が
今
後
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

Q�

草
刈
、
コ
ミ
バ
ス
、
川
根
温
泉
プ
ー

ル
、
す
ぐ
や
る
課
の
増
員
な
ど
予
算

が
多
く
か
か
る
。
財
源
は
ど
う
か
。

A�

財
政
計
画
で
検
討
し
て
い
く
。

Q�

リ
ニ
ア
の
説
明
に
Ｊ
Ｒ
が
き
て
も
市

長
は
絶
対
一
人
で
会
わ
な
い
よ
う
に
。

A�

信
用
し
て
ほ
し
い
。
ご
安
心
を
。

Q�

自
治
会
役
員
の
中
で
、
女
性
が
占
め

る
割
合
を
把
握
し
て
い
る
か
。

A�

現
時
点
で
７
・
９
％
で
あ
る
。

Q�

自
治
会
な
ど
が
女
性
や
若
者
を
登
用

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
組
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

A�

将
来
に
向
け
て
、
担
い
手
不
足
を
解

消
し
て
い
く
に
当
た
り
、
こ
れ
と
い

う
特
効
薬
は
見
つ
か
ら
な
い
。
地
道

に
住
民
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
、

地
域
へ
の
愛
着
を
育
て
る
こ
と
が
一

番
の
近
道
で
あ
る
。
地
域
に
必
要
な

も
の
を
見
極
め
、
自
ら
改
革
し
て
い

か
な
け
れ
ば
地
域
は
変
わ
ら
な
い
と

い
う
住
民
の
意
識
を
育
む
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
地
域
住
民
の
参
画

や
徹
底
し
た
話
し
合
い
が
で
き
る
機

会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
市
の
職
員
が
地
域
に
飛
び
込
ん

で
、
住
民
と
一
緒
に
地
域
づ
く
り
に

参
画
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

Q�

同
感
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

A�

市
民
協
働
課
で
地
域
活
性
化
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。
職
員

の
中
で
、
担
当
業
務
以
外
で
も
地
域

課
題
に
興
味
を
持
っ
て
、
積
極
的
に

地
域
に
関
わ
る
人
材
を
発
掘
、
育
成

を
し
て
職
員
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形

成
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

同
時
に
地
域
の
キ
ー
マ
ン
と
な
る
人

材
を
発
掘
し
、
職
員
と
と
も
に
地
域

課
題
を
解
決
す
る
、
真
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
く
。
ま
ち
づ
く
り

に
興
味
が
な
か
っ
た
人
や
、
地
域
に

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

青
あお
山
やま
真
まさ
虎
とら
�議員

横
よこ
山
やま
香
かお
理
り
�議員

命
と
生
活
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

一問一答

自
治
会
な
ど
の
担
い
手

確
保
に
向
け
て

一問一答

命
と
生
活
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

今
後
も
追
及
す
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汚水処理施設共同整備事業MICSとは

校長会と連携し情報モラル教育指導の研修 村
むら
田
た
千
ち
鶴
づ
子
こ
�議員

Q�

今
後
、
児
童
・
生
徒
数
は
緩
や
か
に

減
少
と
の
こ
と
だ
が
、
い
つ
ま
で
想

定
し
て
い
る
か
。

A�

全
体
人
数
は
年
々
約
２
％
ず
つ
減
少

し
令
和
９
年
ま
で
は
算
出
で
き
る
。

Q�

減
少
が
顕
著
な
地
区
は
ど
こ
か
。

A�

北
部
地
区
が
一
番
大
き
く
、
金
谷
・

川
根
も
心
配
さ
れ
る
。

Q�

指
定
学
校
の
変
更
申
請
は
ど
う
か
。

A�

特
殊
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
保
護

者
が
学
校
や
市
に
相
談
し
状
況
を
聞

き
取
っ
た
後
、
申
請
す
る
。
児
童
・

生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
と
判
断
す

る
場
合
に
許
可
す
る
。

Q�

学
区
の
弾
力
的
運
用
は
ど
う
か
。

A�

原
則
、
指
定
学
校
の
姿
勢
は
崩
し
た

く
な
い
。
ま
た
、
保
護
者
の
要
望
だ

け
で
学
区
は
変
え
る
べ
き
で
は
な
い

が
、
地
域
の
総
意
で
学
区
を
変
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意
見
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
受
け

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
で

意
見
の
統
一
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Q�

学
校
で
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
。

A�

子
ど
も
だ
け
に
よ
る
メ
ー
ル
や

チ
ャ
ッ
ト
等
は
で
き
な
い
よ
う
に
設

定
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド

も
個
々
の
児
童
・
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ

違
う
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

Q�
デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

を
含
む
情
報
モ
ラ
ル
教
育
指
導
は
。

A�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
よ
き
使
い
手
と
な
る

よ
う
道
徳
の
授
業
等
で
指
導
す
る
。

山
やま
本
もと
孝
たか
夫
お
�議員

Q�

島
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
金
谷
の
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
と
処

理
能
力
に
対
す
る
処
理
量
（
％
）
は

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
か
。

A�

そ
れ
ぞ
れ
１
日
当
た
り
、�

６
９
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
、
43
％
、
１
５
２
立

方
メ
ー
ト
ル
、
97
％
で
あ
る
。

Q�

令
和
８
年
度
ま
で
の
下
水
道
事
業
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
、
ど
こ
ま
で
処

理
量
は
進
む
の
か
。

A�

島
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
５
系
統
の
内
、

１
系
統
が
92
％
ま
で
進
む
見
込
み
。

Q�

下
水
道
計
画
は
六
合
地
区
ま
で
伸
ば

す
計
画
か
。

A�

国
の
政
策
動
向
等
を
見
な
が
ら
総
合

的
に
判
断
す
る
時
期
が
来
て
い
る
。

Q�

下
水
道
事
業
会
計
に
課
題
は
な
い
か
。

A�

一
般
会
計
か
ら
総
務
省
が
示
す
繰
入

基
準
を
超
え
た
繰
入
を
し
て
い
る
。

Q�
将
来
に
向
け
下
水
道
処
理
等
の
広
域

化
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
か
。

A�

県
で
令
和
４
年
度
に
広
域
化
計
画
が

策
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

Q�

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
少
な
く
す

る
こ
と
も
含
め
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
後
に
ま
だ
余
力
の
あ
る
浄
化
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
、
県
の
広
域
化
計
画

に
市
が
主
体
的
に
関
わ
り
、
例
え
ば

下
水
道
事
業
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
手
法
な
ど
を

利
用
し
て
、
こ
の
地
域
に
合
っ
た
ス

タ
イ
ル
で
下
水
道
事
業
の
広
域
化
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A�

当
市
と
し
て
も
長
期
的
な
課
題
と
し

て
県
に
投
げ
か
け
、
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
全
体
的
に
見
直
し
を
し
て
い

き
た
い
と
思
う
。

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
強
化

一問一答

将
来
に
む
け

学
区
の
弾
力
的
運
用
拡
大
を

一問一答

将
来
的
に
下
水
道
広
域
化
の

考
え
は
？
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下水道は最低限でいい

トイレ改修はコロナ対策の重要課題！

Q�

島
田
市
の
小
・
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式

化
率
の
推
移
と
今
後
の
計
画
は
。

A�

平
成
28
年
度
に
49・７
％
、令
和
３
年

10
月
末
で
65
・
０
％
と
な
っ
た
。
全

て
を
洋
式
化
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

Q�

照
明
、
自
動
水
栓
、
床
の
乾
式
化
を

考
え
て
い
る
か
。

A�

非
接
触
型
の
点
灯
式
照
明
や
水
栓
等

の
設
置
を
行
っ
て
い
く
。

Q�

学
校
施
設
は
災
害
時
避
難
場
所
と
し

て
利
用
さ
れ
る
。
多
目
的
ト
イ
レ
の

現
状
と
今
後
は
。

A�

現
在
16
校
に
設
置
し
て
い
る
。
今
後

は
、
第
一
小
学
校
体
育
館
に
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。

Q�

教
職
員
ト
イ
レ
の
現
状
と
今
後
は
。

A�

便
器
数
が
不
足
し
、
老
朽
化
し
て
い

る
。
今
後
は
改
修
し
て
い
く
。

Q�
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

の
重
要
性
に
つ
い
て
の
指
導
、
確
認

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

A�

一
人
一
人
個
別
の
も
の
を
設
定
し
、

他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
管
理
す

る
等
の
事
前
指
導
を
行
っ
た
。

Q�

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
紛
失
、
破
損
し
た
場

合
の
保
険
、
保
証
は
。

A�

保
険
は
未
加
入
。
保
証
は
１
年
。
破

損
し
た
場
合
は
予
備
機
で
対
応
す
る
。

Q�

Ｓス

ト

ー

ン

ズ

ｉ
ｘ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
松
村
北
斗
さ
ん

を
島
田
市
ふ
る
さ
と
大
使
・
観
光
大

使
に
委
嘱
を
。

A�「
個
人
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は

お
受
け
で
き
な
い
」
と
返
事
が
来
た
。

Q�

移
住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
委
託

先
は
ど
の
よ
う
に
決
め
た
か
。

A�

子
育
て
、
観
光
、
お
茶
、
ふ
る
さ
と

寄
付
金
、
移
住
の
各
分
野
に
お
け
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
機
能
強
化
業
務
を

実
施
。
統
一
性
を
図
る
た
め
同
一
業

者
と
し
た
。

Q�

市
内
の
業
者
に
聞
く
と
、
も
っ
と
安

く
で
き
る
と
の
こ
と
。
相
場
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
。

A�

な
か
な
か
難
し
い
。
外
部
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
聞
い
て
進
め
た
。

Q�

内
部
に
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
人

材
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A�

必
要
に
応
じ
て
採
用
は
す
る
。

Q�

下
水
道
事
業
の
経
緯
は
。

A�

昭
和
61
年
に
全
体
計
画
１
０
８
７
ha

で
ス
タ
ー
ト
。
現
在
、
２
８
６
ha
で

あ
る
。

Q�

令
和
８
年
ま
で
に
３
２
６
ha
の
予
定

だ
と
し
て
、
全
体
計
画
を
完
遂
す
る

ま
で
に
か
か
る
期
間
は
。

A�

令
和
54
年
ま
で
か
か
る
。

Q�

現
在
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
面
積

で
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
の
上

限
に
達
す
る
。
も
う
一
系
列
つ
く
る

と
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
。

A�

35
億
円
か
か
る
。

Q�

現
在
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
当
事

業
を
終
了
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が

ど
う
か
。

A�
令
和
８
年
以
降
の
こ
と
を
き
ち
ん
と

公
表
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

平
ひら
松
まつ
吉
よし
祝
のり
�議員

横
よこ
田
た
川
がわ
真
まさ
人
と
�議員

下
水
道
事
業
の
見
直
し
を

北
斗
さ
ん
を
島
田
市
大
使
に

➡

包括

学
校
の
ト
イ
レ
完
全
洋
式
化
で

�

コ
ロ
ナ
対
策
を
！

一問一答

削
れ
る
と
こ
ろ
は
削
る
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ザッ討論 賛成？
反対？

市議会定例会最終日に行われる議案採決の前に、賛成・反対の意見を表明する「討論」を行います。
11月定例会では、３議案について討論が行われ、賛成・反対の意見が表明されました。

【議案第107号】島田市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
島田市職員の期末手当を0.15カ月引き下げる条
例改正に反対する。影響額は一人平均約５万円の
減額である。コロナ禍により経済状況が悪化する
もとで、政府が行った自粛要請と不十分な補償に
よって引き下げられた民間労働者の賃金に合わ
せるもので容認できない。新型コロナウイルス感
染症対策や頻発する自然災害への対応など、市民
の命と暮らしを守るために日夜奮闘する市職員
に冷や水を浴びせるものである。この引き下げ
は、民間事業者、民間労働者にも波及し、消費を
一層冷え込ませ地域経済を悪化させる。内需拡大
には全労働者の賃上げこそ必要である。

反 

対

【議案第101号】市道路線の認定について
同案は宅地造成に伴い新設された道路を市道認
定するものである。宅地造成や住宅新築による
固定資産税の増収と、子育て世代の定住は福祉
の担い手の増加と市の経済発展につながるもの
と考える。六合駅周辺の道悦旭町線は、大規模
な拡幅整備工事がされ道路環境は大きく改善さ
れている。近隣の狭隘道路に密集している住宅
地の道路の拡幅は今後の課題であるが、当該道
路は幅員５メートルと住宅地としては充分の広
さで通り抜けもでき安全である。今後、市道認
定されれば、市の管理となり将来にわたり安全
な道路になることから賛成する。

賛 

成

道悦４丁目16号線への市道認定については議決を
待たず、10月25日に島田市への所有権移転登記が完
了していた。これは、議会の議決事項を定めた地方
自治法第96条第１項第９号の「負担付きの寄附又は
贈与をうけること」という条文に抵触する。「議決後
の所有者移転登記」が既に完了していることは、全
く不可解であり疑義が残る。地元の人も、市道路線
認定についての説明はなく、市道認定には反対であ
る。事業会社は議決を待たず、11月に２区画を売却
済みで、瑕疵担保設定の確認をする必要もある。元
の土地所有者の段階から慎重な調査が必要である。
反対の最大理由は、危険道路であるということだ。

反 

対

【議案第88号】令和３年度島田市一般会計補正予算（第９号）
新型コロナウイルスの変異種が感染拡大する兆
候がみられる今、感染を防ぎたい市民のため、ワ
クチン接種体制を整えることは必要である。感
染予防のため接種されるワクチンは専門的知見
により承認されており、副反応に関してはメー
カーの説明書を接種対象者に接種券と共に送る
など、事前説明の対応がされている。副反応の
内、最も懸念されたアナフィラキシーは、事前
想定により機材と対応医師を、また、消防署と
の連携を準備している。子どもたちの接種は保
護者の同意が必要であり、同調圧力とならない
よう配慮しており、これらのことから賛成する。

賛 

成

コロナで重症化しやすい人が打つべき。若者へ
の接種について、厚生労働省が12月３日のワク
チン添付書に「心筋炎について重大な副反応と
位置付ける」と明記した。11月の県内新型コロ
ナウイルス感染者24人中17人が２度の接種を終
えており、接種しても感染する割合が約８割の
事案が相次いでいる。コロナ自体のリスクが極
めて小さい年少者に、予防効果の薄い「心筋炎
の恐れのある」ワクチン接種拡大は慎重にすべ
き。飲み薬が出てからでも遅くない。感情論で
なく、実態をウヤムヤにせず事実検証を。副反
応の集団訴訟の話も出ている。

反 

対
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○＝賛成
×＝反対
△＝棄権

氏　名

横
山　

香
理

天
野　
　

弘

石
川
晋
太
郎

井
上　
　

篤

大
関　

衣
世

曽
根　

達
裕

山
本　

孝
夫

森　
　

伸
一

八
木　

伸
雄

横
田
川
真
人

提
坂�

大
介

平
松�

吉
祝

藤
本　

善
男

清
水　

唯
史

桜
井　

洋
子

四
ツ
谷�

恵

村
田
千
鶴
子

大
村　

泰
史

青
山　

真
虎

会派名 清流の風 島田
市民会議 島

と
和
わ
の会 創造

島田
日本
共産党

緑風
しまだ

無
会
派

【議案第88号】令和３年度島田市一般会
計補正予算（第９号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

【議案第101号】市道路線の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【議案第107号】島田市職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

※議長（大石　節雄）は採決には加わりません。（並び順は会派ごと）　※「無会派」とは、会派に属さない議員のことです。

【採決結果一覧】

本誌、第81号（９月定例会号）に掲載しております記事中に誤りがありましたので、お詫びと訂正をさせていただきます。
21ページ採決結果一覧中、【議案第86号】事業契約の締結及び指定管理者の指定について森伸一議員【誤】〇→【正】×

議会活動レポート

　
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
４
年
４

月
か
ら
令
和
８
年
３
月
ま
で
の
、
今

後
４
年
間
の
市
政
の
基
本
的
な
方
針

と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
を
な
す

「
第
２
次
島
田
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
、
本
市

が
進
む
べ
き
方
向
性
を
検
証
し
、
未

来
を
見
据
え
た
計
画
と
な
る
よ
う
、

市
民
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

と
並
行
し
て
、
議
会
と
し
て
令
和
３

年
11
月
19
日
に
示
さ
れ
た
基
本
計
画

（
案
）
に
対
し
て
調
査・研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
12
月
13
日
、
本
会
議
場
で
行
わ
れ

た
委
員
会
で
は
、
後
期
基
本
計
画

（
案
）
の
大
別
「
は
じ
め
に
」「
未
来

に
向
け
て
」「
基
本
構
想
」
お
よ
び

「
基
本
計
画
」
に
お
け
る
分
野
別
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
に
関
し
て
、

各
員
か
ら
多
数
の
施
策
の
概
要
、
前

期
基
本
計
画
で
の
成
果
や
そ
の
評
価

に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
各
政
策
分

野
別
の
提
案
を
し
ま
し
た
。

　
２
月
定
例
会
に
お
い
て
、
当
委
員

会
の
提
案
等
が
、
最
終
計
画
案
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
を
中
心
に

審
議
し
ま
す
。

島
田
市
総
合
計
画
に
関
す
る
特
別
委
員
会

議
会
か
ら
の
意
見
・
提
案
事
項
一
覧
を

意
見
と
し
て
提
出

12月24日　市当局へ分野別の提案を手渡す
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令
和

４
年

２
月

15日
 発

行
　

N
o.82

編
集

・
発

行
／

島
田

市
議

会
〒

427‒8501 静
岡

県
島

田
市

中
央

町
１

番
の

１
TE

L 〈
0547〉36‒7204　

　
FA

X
 〈

0547〉37‒2212
Ｅ

メ
ー

ル
：

gikai@
city.shim

ada.lg.jp

　11月定例会は、新型コロナウイルス感染症が沈静
化した中で、通常どおり一般質問を行いました。ま
た、例年対面方式で開催している議会報告会は初め
ての試みとしてオンラインで行いました。
　さて、2021年は東京オリンピック・パラリンピッ
クの年でもありました。車いすバスケットボールで
は地元出身の藤

ふじ

本
もと

怜
れ

央
お

選手が、BMXフリースタイル
では大

おお

池
いけ

水
みな

杜
と

選手が大活躍され、私たち市民に大き
な感動を与えてくれました。今年も皆さまにとって
良い年であることを期待し、議会だよりをお届けし
ます。

編 集 後 記 ２月市議会定例会のお知らせ

日 月 火 水 木 金 土
2/13 14 15 16 17 18 19

本会議（初日）
特別委員会全体会

常任・特別委員会
（厚生教育）
（経済建設）

常任・特別委員会
（総務生活）
（予備）

特別委員会
全体会

20 21 22 23 24 25 26

天皇誕生日 議会運営委員会
（一般質問割振り等）

本会議
予算説明会

27 28 3/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

本会議
（一般質問：代表・個人）

本会議
（一般質問：個人）

本会議
（一般質問：個人）

本会議（議案質疑）
特別委員会全体会

13 14 15 16 17 18 19

常任・特別委員会
（厚生教育）

常任・特別委員会
（経済建設）

常任・特別委員会
（総務生活）

常任・特別委員会
（予備）

特別委員会全体会
総合計画㊕

20 21 22 23 24 25 26

春分の日 議会運営
委員会

本会議
（最終日）

☆開会時間は…
　本会議�9:30　㊕分科会（2/16・2/17）9:00・13:30
　㊕全体会（2/18・3/18）および㊕分科会（3/14～16）9:30
　総合計画㊕=島田市総合計画に関する特別委員会
　（総合計画に関する議案を審査）

※水色のラインで示された日には、インターネットでの
生中継を行います。

議会だより編集等に関する特別委員会
【委 員 長】桜井　洋子
【副委員長】青山　真虎
【委　　員】石川晋太郎、提坂　大介

天野　　弘、清水　唯史

議会活動報告

　11月13日（土）、新型コロナウイル
ス感染症対策として、今回は自治会
を対象としたリモート開催としまし
た。18自治会の参加をいただき、９
月定例会の報告を行ったほか、コロ
ナ禍における自治会活動状況や自治
会から市政に対する自由な意見を聴
きました。リモート開催は初の試み
であり、対面式とは違い、発言者側
と聞き手側の意思疎通に戸惑うこと
が多くありました。意見交換の方法
について、今後見直しを図っていき
ます。

議会報告会をリモートで開催しました11/13
（土）


